
ｉ
一
例
会
記
事

一

戸
，
、
く
く
１
７
～
’
ｊ
ｊ
ｊ
ｉ

一
月
例
会
一
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
お
雇
い
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
に
関
す
る
新
知
見
②

〈
識
列
毎
鐸
惇
溶
娠
詐
詞
毛
詐
季
吋
”
惇
雫
に
つ
い
て
）

Ｈ
・
ポ
イ
ケ
ル
ス

石
田
純
郎

一
、
呉
秀
三
先
生
編
・
肖
哲
写
の
絵
巻
岡
田
靖
雄

二
月
例
会
二
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
金
置
要
略
の
底
本
に
つ
い
て
小
曽
戸
洋

一
、
日
本
に
お
け
る
初
期
の
小
児
科
領
域
に
つ
い
て
の
一
考
察

安
達
原
嘩
子

三
月
例
会
三
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
、
近
代
に
お
け
る
日
中
漢
方
医
籍
の
流
通
に
つ
い
て
真
柳
誠

一
、
阿
知
波
五
郎
先
生
を
偲
ぶ
大
鳥
蘭
三
郎

（
追
加
演
題
）
山
田
正
珍
の
生
年
と
残
年
長
谷
川
弥
人

四
月
例
会
四
月
二
十
三
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
古
学
と
古
医
学
、
特
に
荻
生
狙
裸
と
吉
益
東
洞
に
関
連
し
て

一
、
．
気
留
滞
説
」
と
「
万
病
毒
説
」
に
つ
い
て

ｌ
江
戸
時
代
古
方
派
の
病
因
論
Ｉ
花
輪
壽
彦

．
気
留
滞
説
」
と
「
万
病
一
毒
説
」
を
対
立
す
る
病
因
論
と
は
考
え
ず

に
、
む
し
ろ
古
方
派
の
め
ざ
し
た
「
医
諭
の
簡
略
化
」
と
「
臨
床
経
験
の
重

視
」
と
い
う
歴
史
的
な
流
れ
の
な
か
で
、
両
者
の
共
通
性
と
相
違
点
に
つ
い

て
若
干
の
考
究
を
試
み
た
．

「
一
気
留
滞
説
」
に
つ
い
て
は
『
病
因
論
』
（
香
川
修
庵
述
）
と
『
救
弊

医
話
』
（
赤
沢
容
斎
）
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
。
「
万
病
一
毒
説
」

に
つ
い
て
は
『
東
洞
全
集
』
に
拠
っ
た
。
東
洞
の
一
毒
説
は
．
気
留
滞

説
」
と
い
う
発
生
病
理
の
中
に
あ
る
「
思
弁
」
を
排
す
る
と
い
う
形
で
提
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
．
ま
た
生
体
内
の
病
変
に
対
し
、
「
毒
」
と

い
う
概
念
を
与
え
た
思
想
的
基
盤
と
し
て
、
『
筍
子
』
の
「
正
名
思
想
」
を

引
用
し
た
。
東
洞
が
「
毒
の
所
在
」
と
い
う
固
体
病
理
学
的
思
考
に
立
ち
な

荒
木
ひ
ろ
し

一
、
脚
気
と
ビ
タ
ミ
ン
炉
辺
話
し
山
下
政
三

六
月
例
会
六
月
二
十
五
月
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
愛
生
館
の
機
構
に
つ
い
て
沼
倉
延
幸

一
、
「
一
気
留
滞
説
」
と
「
万
病
一
毒
説
」
に
つ
い
て

ｌ
江
戸
時
代
古
方
派
の
病
因
論
Ｉ
花
輪
壽
彦

一
、
中
川
五
郎
治
の
用
い
た
痘
苗
株
に
つ
い
て
添
川
正
夫

『
ノ
ー
１
く
，
４
１
〃
１
ノ
、
ノ
●
、
，
ｆ
、
ｒ
、
ｒ
、
ｆ
、
ノ
、
Ｊ
、
ｆ
、
Ｊ
ｑ
１
ｒ
Ｉ
〈

一
例
会
講
演
要
旨
一
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が
ら
、
「
解
剖
学
」
を
治
療
に
無
益
で
あ
る
と
し
て
斥
け
た
点
に
、
「
天
命

説
」
を
掲
げ
て
「
疾
医
」
の
道
を
究
め
よ
う
と
し
た
東
洞
の
本
領
が
あ
る
と

考
え
た
。
（
な
お
発
表
の
要
旨
は
『
漢
方
の
臨
床
』
に
投
稿
し
た
。
）

一
、
中
川
五
郎
治
の
用
い
た
痘
苗
株
に
つ
い
て
添
川
正
夫

中
川
五
郎
治
（
以
下
五
郎
治
と
云
う
）
は
、
文
化
九
年
（
一
八
二
一
）
ロ

シ
ア
か
ら
送
還
さ
れ
る
際
に
種
痘
の
書
物
を
持
帰
り
、
州
国
後
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
と

北
海
道
に
痘
瘡
の
流
行
し
た
時
種
痘
を
行
っ
て
痘
瘡
防
過
に
貢
献
し
た
。

五
郎
治
の
持
帰
っ
た
種
痘
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
解
明
済
み
で
あ
る
が
、

彼
が
用
い
た
痘
苗
に
つ
い
て
は
な
お
解
決
を
み
て
い
な
い
。
演
者
は
、
五
郎

治
の
使
用
し
た
痘
苗
に
関
す
る
諸
説
を
考
証
し
た
後
に
愚
見
を
陳
べ
た
い
。

一
、
五
郎
治
は
ロ
シ
ア
か
ら
痘
苗
を
持
帰
っ
た
か
。

か
え
り

側
五
郎
治
の
「
御
申
上
荒
増
抑
」
、
「
持
帰
シ
品
を
」
の
中
に
は
、
彼

が
ロ
シ
ア
か
ら
痘
苗
を
持
帰
っ
た
記
載
が
な
い
。

②
五
郎
治
が
ロ
シ
ア
か
ら
痘
苗
を
持
帰
っ
た
と
す
る
笠
原
良
策
、
菊

地
武
文
の
所
説
は
何
れ
も
伝
聞
に
基
づ
く
。
菊
地
以
降
の
諸
家
は
菊

地
の
説
を
さ
ら
に
伝
承
し
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。

③
五
郎
治
が
ロ
シ
ア
か
ら
痘
苗
を
持
帰
っ
た
と
し
て
も
、
翌
年
送
還

さ
れ
た
久
蔵
の
例
か
ら
考
え
、
上
陸
後
当
局
に
没
収
さ
れ
た
と
思
う

く
な
し
り

し
、
仮
り
に
没
収
を
免
か
れ
た
と
し
て
も
五
郎
治
が
国
後
に
上
陸

後
、
江
戸
で
の
取
調
べ
を
終
了
し
、
福
山
に
帰
り
着
く
迄
に
は
四
ヶ

月
を
経
過
し
て
お
り
、
さ
ら
に
オ
ホ
ッ
ク
か
ら
の
船
旅
日
数
（
久
蔵

の
場
合
に
は
松
前
迄
四
○
日
）
を
考
え
る
と
持
帰
っ
た
痘
苗
の
活
性

は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、
五
郎
治
は
帰
国
後
牛
痘
を
発
見
し
た
か
。

力
う
し

①
五
郎
治
は
文
政
五
年
中
川
清
三
衛
に
『
…
桴
ノ
庖
瘡
尋
得
ザ
ル
時

ハ
人
ノ
抱
瘡
ヲ
桴
二
植
テ
：
．
』
と
書
送
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は

牛
痘
が
容
易
に
発
見
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

②
勝
山
藩
の
石
井
宗
謙
、
福
井
藩
の
笠
原
良
策
は
牛
痘
牛
の
探
索
方

を
藩
に
願
出
た
が
、
牛
痘
牛
は
遂
に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
．

⑧
肥
前
の
草
場
侃
川
は
牛
痘
と
思
わ
れ
る
も
の
を
入
手
し
て
シ
ー
ボ

ル
ト
に
そ
の
鑑
定
を
依
頼
し
た
が
牛
痘
で
は
な
か
っ
た
。

仙
石
州
浜
川
の
勇
次
郎
、
豊
後
の
牛
医
某
が
牛
痘
牛
を
発
見
し
た
と

そ
れ
ぞ
れ
三
宅
春
齢
、
お
よ
び
難
波
抱
節
が
紹
介
し
て
い
る
が
、
何

れ
も
人
体
接
種
に
よ
る
痘
瘡
予
防
の
効
果
を
見
て
お
ら
ず
、
従
っ
て

牛
痘
発
見
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑥
五
郎
治
が
種
痘
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
文
政
七
年
、
天
保
六
年
、
天

保
十
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
折
よ
く
牛
痘
が
発
見
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

⑥
五
郎
治
が
、
白
鳥
雄
蔵
を
介
し
て
日
野
鼎
哉
か
ら
牛
痘
苗
の
割
愛

を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
の
は
彼
の
使
用
し
た
痘

苗
が
牛
痘
由
来
の
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
の
か
。

三
、
五
郎
治
は
人
痘
を
牛
に
継
代
馴
化
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
牛
化
人
痘
苗
を

作
出
し
た
か
。

④
長
与
俊
達
、
小
林
安
石
、
井
上
宗
端
、
角
倉
顕
実
ら
は
人
痘
材
料

を
牛
に
接
種
し
て
牛
化
人
痘
苗
を
得
よ
う
と
試
み
た
が
成
功
し
て
い

な
い
。
（
井
上
宗
端
が
人
痘
の
牛
化
に
成
功
し
た
と
紹
介
し
て
い
る

学
者
も
い
る
が
、
こ
れ
は
三
宅
春
齢
の
「
補
憾
録
附
録
」
中
第
一
項
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四
、
演
者
は
、
五
郎
治
は
人
痘
材
料
を
牛
に
接
種
し
て
生
じ
た
初
代
発
痘

仙
五
郎
治
に
よ
っ
て
種
痘
せ
ら
れ
た
者
、
お
よ
び
五
郎
治
の
種
痘
法

を
継
承
し
た
白
鳥
竜
蔵
に
よ
っ
て
種
痘
せ
ら
れ
た
者
の
発
痘
状
態

は
、
小
林
安
石
そ
の
他
が
人
痘
材
料
を
牛
に
接
種
し
て
生
じ
た
痘
庖

を
以
て
種
痘
し
た
場
合
の
そ
れ
に
共
通
す
る
。

③
小
林
安
石
、
玉
井
久
右
杢

－
チ
ン
ら
は
、
人
痘
材
料
一

る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

②
熊
坂
秀
斎
は
、
『
初
メ
五
郎
治
力
種
痘
ヲ
施
ス
ャ
天
然
痘
ノ
種
子
ヲ

取
り
之
ヲ
大
野
村
ノ
牛
一
一
施
シ
其
痘
苗
ヲ
採
リ
テ
人
一
一
施
セ
リ
：
．
』

仙
五
郎
治
は
中
川
清
三
術
に
『
…
秤
ノ
抱
瘡
尋
得
ザ
ル
時
〈
人
ノ
抱

瘡
ヲ
》
邪
二
柿
テ
夫
ヲ
種
ト
シ
テ
人
民
｝
一
植
ル
也
…
』
と
醤
送
っ
て
い

⑨
小
山
建
成
は
牛
化
人
痘
苗
の
作
出
に
成
功
し
た
事
を
報
告
し
て
い

る
が
、
難
波
抱
節
は
こ
れ
を
疑
問
と
し
て
い
る
。

③
明
治
三
○
年
以
降
人
痘
の
牛
痘
化
に
成
功
し
た
執
告
が
見
ら
れ
る

が
、
何
れ
も
牛
痘
苗
製
造
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、
製
造
所
に
先
在
し

て
い
た
牛
痘
株
の
迷
入
を
否
定
し
得
な
い
実
験
で
あ
る
。

㈹
現
在
で
は
、
各
国
に
お
い
て
牛
化
人
痘
株
の
作
出
は
不
可
能
と
さ

れ
て
い
る
。

を
用
い
種
痘
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

と
記
し
て
い
る
。

る
｡

記
載
の
再
帰
痘
苗
に
つ
い
て
の
記
事
を
誤
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
）

ト
ウ
シ
ュ
ン

玉
井
久
右
術
門
、
佐
野
董
儒
、
リ
ヨ
ン
委
員
会
、
マ

人
痘
材
料
を
牛
に
接
種
し
発
痘
を
生
ず
る
場
合
の
あ
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